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１． はじめに 

2009年7月20日‐21日にかけて山口県内での集中豪雨により各地に土石流が発生した 1)-3)が、八幡谷渓流に

設置された鋼製透過型砂防えん堤（I型およびB型）は土石流を捕捉して災害を防止した。ここでは、その土石

流捕捉形態を調べるため現地調査を行い、その原因や特色について考察したものである。これまで鋼製透過型砂

防えん堤による土石流の捕捉事例としては、①礫のみの捕捉 4)、②礫＋土砂の捕捉 5)、③礫＋流木＋土砂の捕捉

形態 6)があった。しかし、今回約8カ月後の2010年3月に除石・除木作業が行われ、現地調査した結果、今回

の土石流捕捉事例は上記のような①-③の捕捉事例とは異なり、④流木＋土砂のみの捕捉で、礫が到達してなく

ても流木があれば土砂を捕捉できる事例であることが分かった。今回は鋼製透過型砂防えん堤による礫の捕捉な

しの土石流捕捉事例として特色があると思われるので、ここに報告するものである。 
２．鋼製透過型砂防えん堤の計画概要 

 鋼製透過型砂防えん堤(I型スリットえん堤)は、山口県八幡谷渓流に2003年に建設された。写真‐１は土石流

捕捉前の I型スリットえん堤を示したものである。 
I型えん堤の計画概要は表‐１のとおりである。 

 
 
 
 
 
 
 
 

写真－1 土石流捕捉前の I型スリットえん堤 
３．土石流発生前後の概要 

八幡谷川流域の特性としては、礫が脆弱な風化花崗岩質で流木が堆積していた。7月20日‐21日にかけての

降雨状況は真尾観測所で50mm/hrを記録した。この集中豪雨により防府市内では各地に土石流が発生し土砂災

害をもたらし、県内の死者は合計１7名であった。しかし、八幡谷渓流では写真‐2および3のように鋼製透過

型砂防えん堤による土石流捕捉により、流木及び土砂による災害を防ぐことができた。また、写真‐4に示す最

下流部に設置された床固工の下流への被害も見受けられなかった。 
 
 
 
 
 
 
 

(a)I型スリットえん堤             (b)鋼製スリットダムB型        (c)最下流部の床固工の状況 
写真－2 土石流捕捉後の状況 

４．調査内容 
鋼製透過型砂防えん堤による流木および土砂の捕捉状況を調べるため、えん堤上流に堆積した土砂を掘削し、

その状況を撮影して流木の寸法や土砂の粒径分布を確認した。 
５．調査結果および考察 

5.1 えん堤の下流側から観察した捕捉状況 
写真‐2 (a)および(b)は、下流側から観察した I型とB型の捕捉状況で、流木が絡まって土砂を捕捉しており、

捕捉後約8カ月経てもなお写真‐2(c)のように下流側への土砂の流出や抜け出しはほとんど見当たらなかった。 

流域面積 A=1.16km2

河床勾配 I=1/8
土石流ピーク流量 Qsp=34.16m3/ｓ
土石流水深 ｈ=1.8m
土石流流速 U=3.8ｍ/ｓ
土石流流体力 F=23.43kN/m
礫の衝突エネルギー E=57.33ｋN・m
最大礫径 D95=1.2ｍ
スリット純間隔 S=1.8ｍ（D95×1.5）
えん堤高さ H=12.5ｍ
有効高さ Hs=9.5ｍ
水通し幅 W=15.0ｍ

表－1 鋼製透過型砂防えん堤の計画概要 



5.2 えん堤の上流側における堆積物の掘削状況 
写真‐3は、上流側を掘削している状況であり、①礫がほとんど見当たらない、②流木が先端部に集中してえ

ん堤と絡み合っている、③流木径は約10cm－15cm程度であった。よって、今回の捕捉形態と特色としては、

従来の①礫のみ、②礫＋土砂、③礫＋流木＋土砂のような捕捉形態と異なり、④流木＋土砂の捕捉形態であるこ

とが分かった。つまり、土石流の先端部に写真‐4のように流木（枯木を含む）が流下して鋼製透過型砂防えん

堤に到達して閉塞し、その後続流としての土砂が捕捉されたものと推察される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－3 掘削状況                             写真－4 捕捉した流木 
5.3 土石流の礫の堆積状況 
写真‐5は、えん堤から約100‐200m上流に堆積した礫の集

団である。これらの礫の直径は約1.5‐2mで、ほとんどが渓流勾

配の変化点で堆積していた。つまり、礫集団は、えん堤に到達す

る前に流速と緩勾配の影響で停止してしまったものと考えられる。

また、除石をえん堤下部まで実施した結果、ある程度の礫は見ら

れたが想定していた多数の礫による捕捉ではないことが確認でき

た。 
６．あとがき 
土石流を捕捉するための鋼製透過型えん堤のスリット間隔は   写真‐5 上流側に堆積した礫群の状況 

最大礫径（D95）により設定するが、今回の鋼製透過型砂防えん堤 
による土石流捕捉事例は、（流木＋土砂）捕捉という事例としての特色があり、鋼製透過型砂防えん堤として土石

流の捕捉機能を果たしていることが判明した。今回の事例は巨礫がえん堤まで到達する前の流木が捕捉のきっかけ

となり土砂を捕捉する結果となった。一方で、巨礫が点在する土石流危険渓流といっても、下流に被害をもたらす

第一波の土石流が必ず巨礫を伴って発生するとは限らず、多量の雨が渓岸を侵食し立木が流木化して土砂と共に流

下する現象も十分に考えられる。このような場合においては、不透過型砂防えん堤では流木捕捉機能が発揮しにく

いと思われるが、鋼製透過型砂防えん堤の流木と土砂の捕捉効果が確認できたのは、これから施設の配置を実施す

るうえでも参考になるものと考えられる。 
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